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新しい年を迎え、気分も新たに学校生活をスタート

させたことと思います。２学期（９～１２月）の本の

貸し出し数は、学校全体で約９００冊でした。３学期

も、図書当番が休む暇もないくらい、たくさんの人が

本を借りてくれると、大変うれしいです。３学期も図

書室の本をどんどん利用して読んでください。

謎解き＆スリル満載！
「人狼サバイバル」セット 全９巻

「謎解きホームルーム」 シリーズ キャンプの帰り、土砂崩れのために帰宅

全４巻 できなくなった５人の同級生と引率者は、
産休の先生に代わり、新 謎の洋館に宿泊することに。だが、伯爵と

しくやってきたのはイケメ 名乗る洋館の主は「人狼ゲーム」の開始を
ン風のちょっと変わった名 宣言する。ルールは単純。仲間に化けてい
前の先生だ。「車六家睦（し る人狼を見極め、投票で決める。だが、選
ゃろく いえむつ）です。 ばれた人物が人狼でなけれ
じつは先生、謎解きが大好 ば、その人は狼に食われて
きなんです。これから、ホ しまう……。正解するまで

ームルームの時間にひとりずつミステリー 脱出は不可能。究極のサバ
を発表するのはどうでしょう。」そんな提 イバルが始まった！友を信
案から、毎週金曜日、帰りのホームルーム じるのか、裏切るのか。究
で謎解きをすることになった。 極のゲームの中で、少年少
１話 10分で完結。全９話収載。 女たちの勇気と知性、そし

て本当の友情が試される！

「失敗図鑑 すごい人ほどダメだった！」
多くの伝記では「英雄」「成功者」として紹介されている、いわゆる偉人
たち。でも、彼らは、ずっと成功し続けてきたわけではありません。
・理想が高すぎた、孔子
・成功にしがみついた、ライト兄弟
・考えすぎて引きこもりになった、夏目漱石
・天才ゆえに死にかけた、ダリ
・新しすぎて理解されなかった、ピカソ
今に名を残すすごい人も、たくさん失敗をしてきました。だから、「失敗

しないと人生損だよ! 」くらいの気持ちでどんどん新しいことにチャレンジしてほしい。
そのための「勇気の書」が本書です。

２学期までに借りた

本を返していない人は

いませんか。返却がまだの人は

早く返却してください。

「13歳から分かる！７つの習慣 自分を
変えるレッスン」

「為末メソッド 自分をコントロールする10 世界 4000 万部、国内 240 万部のベスト
0の技術」 セラー、テレビ、SNS で話題のビジネス

為末大が、アスリートと 書『７つの習慣』に超入門書が登場！原書
して、そして経営者として のエッセンスをぎゅっと煮つめ、13 歳で
培ってきた、「モノの見方・ も分かるようにやさしく解説。ストーリー
考え方」「心の在り方」を紹 と授業形式で気軽に読める。キーフレーズ
介する「自由に、しなやか や重要なポイントはしっかり押さえている
に生きていくためメソッド ので、読み応えは十分。イラストや分かり
集」。 やすい事例が満載！
【掲載メソッドの例】 「原著は少しむずかしい」

・走りながら考える。正解を求めすぎない。 「マンガ版ではものたりな
・苦しいときこそ種をまけ。 い」そんな人たちにオスス
・孤独はそんなに寂しくない。 メの、『7 つの習慣』のエッ
・「うらやましい」を素直に認める。 センスを手軽に学べ、かつ
・努力は夢中に勝てない。 その雰囲気もしっかり味わ
・世界は広い。人生は何とかなる。 など える１冊です。

「知られざる古墳ライフ」
教科書では簡単に紹介されるだけの古墳時代。地味な印象を持ちがちですが、実は意

外と（？）キラキラした時代だったことは、あまり知られていません。きらびやかな装
飾品の数々や、意匠をこらしたハニワたち。また、古墳といえば前方後円
墳を真っ先に思い浮かべる人が多いと思いますが、円いものや四角いもの、
なかにはホタテ貝のようなかたちのものもあり、お墓のわりにバラエティ
豊かです。このように創意工夫にとんだお墓とハニワで象徴される古墳時
代は、いったいどのような時代だったのでしょうか。また、その時代に生
きた人たちは、どんな顔立ちで、何を食べ何を着ていたのでしょうか。知
っているようで知らなかった古墳時代とその時代人の生活にスポットをあ
て、豊富なイラストや写真とともに解説。

文化の館の司書の方が、テーマ展示をしてくださっています。今回のテーマは、『飛躍

～今年は卯年～』。「ウサギ」が登場する本や、登場人物が飛躍する本など、中学生の皆

さんにぜひ読んでもらいたい本を２０冊展示しています。場所は図書室のカウンターの

左側です。展示してある本も借りられますので、昼休みに図書室にいる担当の先生に言

ってください。（パソコン処理はできないので、貸出表に氏名を記入し

てもらいます。）

「アリスのうさぎ」 「アリスのお茶会パズル」

「１５ひきのウサギ物語」 「ウサギどんキツネどん」

「こわいわるいうさぎのおはなし」 「ピーターラビットの絵本」

「乗り越える力」 「１００歳ランナーの物語」 「狐笛のかなた」

「書店猫ハムレットの跳躍」 「夢を追いかけろ」 など


